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水の色と味の関係
１年F組 ４班

食べ物の基本五味である、
甘味・酸味・旨味・塩
味・苦味を数値で表すこ
とができる

味覚センサー

レオくん

  https://subsites.icu.ac.jp/people/okamura/education/ge/projects/2015/2015G11/index.htmlより

水の色と味の関係を解明する。

かき氷のシロップは様々な味があるが、
色が違うだけで異なる味に感じる。
どんな色のときにどんな味を感じるのだろうか。

背景

目的

好きな時に好きな味の
飲み物が飲める！！！！

仮説

赤色の水→甘味が強く感じる

黄色の水→酸味が強く感じる

緑色の水→苦味が強く感じる

青色の水→塩味が強く感じる

本日の流れ

１，予備実験①：水の色は味に変化を与えるのか

２，予備実験②：着色料自体の味の影響

３，本実験 ：色と味の関係

４，考察・まとめ

５，今後の展望

予備実験①

目的

着色料を加えた水道水の味の差を感じるため
に処理が必要か、どのような処理をするべき
かを確かめる。

方法①
A（無処理の水道水に五色をつけた）と、B（水道水に砂糖
とレモン汁で味を加えて同じ五色をつけた）を用意した。
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班員5人で飲み比べ、五味をそれぞれどの程度感じた
か評価した。

方法② 結果

A（味付けなし） B（味付けあり）

色による味の差が
感じられなかった

色による味の差が
感じられた

味はつけた方がいい！！

予備実験②

目的

味の差が着色料自体の味による影響である可能性がある

着色料自体に味があるかを確認する

方法

予備実験①と同じようにA、Bを用意した。班員5人で目隠しをして
飲み比べ、着色料の色の違いによる味の変化があるかを確認した。

目隠し
着色料の違いによって
味の感じ方に差がない

結果
味つけ無 味つけ有

緑の着色料の苦味を感じる

砂糖（30g／L）
レモン汁（小さじ3／L）

味をつけて実験すると
着色料自体の味が打ち消される

五味の差が色による影響なのかが
わかる

予備実験と本実験での変更点

▼被験者を５人→３６人に増やす

▼評価方法を５段階にし、連想した
ものを自由表記してもらった

本実験：水の色と味の関係

①1年F組の生徒３６人
に、砂糖とレモン汁で
味をつけた水道水を5色
(無色、赤、青、黄、緑)
飲み比べてもらった。

方法

方法

３(無色) ５１

弱 強

②３(無色)を基準に五味をそれぞれどの程度感じたか、

５段階で評価してもらった。
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本実験 結果

５段階で評価し
たものの平均を
レーダーチャー
トで示した

赤：甘味↑

本実験 結果

黄：酸味↑

本実験 結果

本実験 結果
メロン（11
票）
森 （4票）

海（8票）
ブルーハワイ
（7票）

レモン（30
票）

イチゴ（13票）
トマト（4票）

連想されたもの
(票数が多いもののみ)

旨味、塩味、苦味は
色との関係が見られ
なかった

本実験 結果 考察
赤色

イチゴ

甘い

甘味を強く
感じる！！

黄色

レモン

酸っぱい

酸味を強く
感じる！！

考察 考察
旨味、塩味、苦味は色との
関係が見られなかった

出汁、塩、にがりといったそもそも味をつけて
いなかったから？！

甘味は砂糖

酸味はレモンで
味付け

基準が3であることを理解せず、強く感じなか
ったため1や2といった数値を誤って選んだ人
がいたのではないか。

反省
旨味、塩味、苦味の数値がどの色も3より低い
値になってしまった。
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結論
▼味をつけた場合、味の感じ方は視覚に
影響を受ける

▼味をつけない場合、色によって味を
感じさせることはできない

色から連想される食べ物の味に影響を
受ける

今後の展望

研究を広げる

着目する味覚を
増やす

他の五感にも
着目する

社会福祉の面
ex.糖尿病の患者さんなど…

今後の展望


